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川は私たちの身近なところにあり、多くの人々に親しまれ、私たちはその恵みを享受してきました。

ところが、川には、私たちの身近な生活と密接に関わるゴミが多く漂着し、川や海の生態系への悪影響が懸念

される事態に至っています。私たちは、ゴミを拾うだけではなく、共に手をとって美しい川や海を取り戻すために

行動すべき時期がきています。

そして、2015年8月、有志によって「全国川ごみネットワーク」を設立しました。全国の仲間を増やし、情報

交換、連携活動等に取組み、美しい川や海を取り戻していくことを目指しています。

全国川ごみネットワークく団体概要〉

【目　的】川ごみ問題の解決に向けた情報交換と協働による諸活動を

行い、JHの環境を保全することをめざす。

【活動内容】シンポジウム、情報交換、啓発・環境教育活動、情報発信等

【年会費】2，000円以上（団体、個人とも）
※会員の皆さまは、会員専用メーリング」ストで情報交換をいたします。

●事務局●
全国川ごみネットワーク事務局

〒132－0033東京都江戸川区東小松川3－35－13－204

（NPO法人荒川クリーンエイド・フォーラム内）

Tet：03．－3654－7240　トmail：kawa53＠kawagomi．jp

主な活動

第3回　川ごみサミット亀岡保津川会議

（201734）

産官学民が集い、

川ごみ問題の

根本解決に向けて

意見交換

＝＝全国川ごみネットワ岬ク理事・監事ニ＝

亀山久雄（ふるさと清掃運動会実行委員会）／座長．

菅谷輝美（新河岸川水系水環境連絡会）／監事
今村和志（NPO法人荒川クリーンエイド・フォーラム）

金子博（NPO法人パートうーシップオフィス）

小島あずさ（一般社団法人JEAN）

佐山公一（全国水環境マップ実行委員会）

柴田洋雄（美しい山形・最上川フォ【ラム）

原題禎発（NPO法人プロジェクト保眉汀旧

＝＝事務局＝＝

伊藤浩子

●全国水辺のごみ調査を実施●
「水辺のごみ見っけJj

●調査活動等●

モデル流域調査、

全国的な川ごみ

実態調査など

（計画中l）

全国のさまざまな河川でごみが問題となっています。～問題解決に向けた方策の検討・立案。行動プログラム実施を目指します～

信濃川（新潟県）
出典新潟水辺の会

工二三●肇葦
暗雲〇号

荒川（東京都）　　　　　　保津川（京都府）　　　　　遠賀川（福岡県）出典・lLOVE
出典NPO法人荒州別トンエイド・フォーラム　出典NPO法人プロジェクト保津川　　遠賀川流域デポジット法制化を求める事務局
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荒川　こ‥
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トップ＞　荒川餅十㌧はイド。フォ棚ラムつてり＞　識捧撼嘗＞　沿呈

㊥沿革㊨

1994年　護憲二㍍芸芸芸呈芸；607人参加）

1995年

穏針尊卑など

′㌍告ご・丁

荒川クリーンエイド・
フォーラムがめざすこと

6つの活動l活動紹介

・年間スケシ■1－ル

前身である「荒川クリーンエイド事務局」活動開　　　　　　　団体概要

1996年　大滝村（現・秩父市）との交流スタート　　　　　世話人会発足

1997年　慧濫■三霊三警≡雷；諾購ヒヌマイ任意団体「荒川伊ンエ什フォーラム」結成

1999年

2003年　　☆年間参加者1万人を超える！

2008年　諾≡農芸三富訂ンエイドアクション」実施

2009年　　新入社員研修プログラムスタート

「マイボトルdeゴミ拾い。」キャンペーンスタート

2010年　「里川創造プロジェクト」スタート

☆年間実施100会場を超える！

2011年

2013年　「全国川ごみネットワーク」始動

2014年

2015年　　全国川ごみサミット開催

NPO法人荒川クリーンエイド・フォーラム発足（代

表理事野村圭佑）

10周年記念報告会・パーティ開催

日本水大賞「国土交通大臣賞」受賞

ZO周年記念会開催

◆菜啓二◆
′）2015年　環境省グッドライフアワード「環境と地域づくり」特別賞受賞

こ、2014年　国土交通省荒川下流河川事務所「大感謝状」授与

02014年　もったいない運動えどがわ　区長賞受賞

⊂）20日年　日本水大貴　国土交通大臣賞受賞

〇2004年　さいたま環境賞・県民大賞受賞

・スタッフ紹介

・連絡先

人＼八、、黛

・事業織告

・収支絹告

・正会員・寄付・協賛

・役員

・定■款

メディアでの紹介

広報物紹介

・ニュースレター

・出版物

・メールマガジン

・報告集

・パネル＆パンフレット

・紙芝居

・プレスリリース

最新情

三陸警　報鴬汽敵活覿
・ニ・迂汽≡溝■二’■ノ仁フラノ

告‥・∴・：軌！‾カ
ごみのなぜ？どうして？

インターンシップ・
■ボランティア募集

環礁聾嘗慧ザ坤
肇率寒や頼摘紳凍湾璃滝へ
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NPO法人「パ小ナーシップオフィス」一一一「

日本水大賞国交大
」－海岸漂着ごみ調査・清掃など評価

優
れ
た
水
環
境
の
改
善
活
動

萱

慶

の

「

第

1
8
回
日
本
水
大
声
等
酒
田

市
を
拠
点
に
海
岸
漂
着
ご
み
の

調
査
や
撮
滑
な
ど
全
国
で
も
先

導
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
N

P
O
法
人
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
オ
フ
ィ
ズ
」
　
（
西
村
修
理
事

長
）
が
、
国
土
交
通
大
臣
賞
に

選
ば
れ
た
。
′
大
賞
1
件
に
次
ぐ

も
の
で
、
6
月
2
1
日
に
日
本
科

学
未
来
館
（
東
京
都
）
で
表
彰

式
・
受
賞
活
動
発
表
会
が
行
わ

れる。日
本
水
大
寅
は
、
学
識
経
験

者
ら
に
よ
る
日
本
水
大
賞
委
員

会
（
名
誉
総
裁
・
秋
篠
宮
文
仁

親
王
殿
下
、
委
員
長
・
毛
利
衛

日
本
科
学
未
来
館
長
）
と
国
土

交
通
省
が
、
地
球
規
模
の
視
野

に
よ
る
水
循
環
の
健
全
化
な
ど

を
狙
い
に
実
施
し
て
い
る
顕
彰

制
度
。
水
に
関
す
る
防
災
や
資

源
、
環
境
、
文
化
、
復
興
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
校
や

企
業
、
団
体
、
個
人
を
公
募
し
、

審
査
で
優
れ
た
も
の
を
顕
彰
し

て
い
る
。

本
年
度
は
全
国
か
ら
1
5
1

件
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
で
大

賞
1
件
、
大
臣
賞
6
件
（
国
土

交
通
、
環
境
、
厚
生
労
働
、
農

林
水
産
、
文
部
科
学
、
経
済
産

業
）
、
審
査
部
会
特
別
賞
3
件

な
ど
計
1
5
点
が
受
賞
対
象
に
選

ば
れ
た
。
う
ち
東
北
地
方
は
3

件
、
本
県
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
オ
フ
ィ
ス
の
み
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
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ス
は
、
2
0
0
1
年
か
ら
酒
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市
飛
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で
産
学
官
民
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
飛
島
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
」
で
、
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経
費
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担
し
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加
す
る
ボ
ラ
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テ
ィ
ア
と
い
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ユ
ニ
ー
ク
な
手

法
で
わ
が
国
に
お
け
る
海
岸
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着
ご
み
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リ
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そ
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ノ
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ハ
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新
潟
県
や
山
口
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な
ど
県
外
に
も
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。

0
3
年
に
は
国
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通
省
山
形
河

川
国
道
事
務
所
と
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同
で
、
水

辺
に
散
乱
す
る
ご
み
の
量
を
指

標
化
す
る
手
法
を
開
発
し
、
国

内
外
で
採
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れ
て
い
る
。

ま
た
、
0
8
年
に
県
庄
内
総
合

支
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、
東
北
公
益
文
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大
な
ど

と
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美
し
い
や
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の
海
プ
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ッ
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は
、
0
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に
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海
岸

漂
着
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処
理
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進
法
の
「
海
岸

漂
着
物
対
策
推
進
協
議
会
」
の

モ
デ
ル
に
な
っ
た
。
今
回
は
「
美

し
い
山
形
の
海
を
取
り
戻
す
た

め
の
地
域
連
携
活
動
」
と
し
て

応
募
、
受
賞
が
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ま
っ
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。
副

賞
は
5
0
万
円
。

担
当
の
金
子
博
理
事
は
「
1
0

年
前
に
散
乱
ご
み
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指
標
作
り

で
奨
励
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を
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、
今

回
は
大
賞
に
次
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大
き
な
質
。

活
動
を
継
続
、
発
展
さ
せ
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た
こ
と
が
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さ
れ
、
う
れ
し

い
。
散
乱
ご
み
の
指
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は
海
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も
照
会
が
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の
で
、
副

賞
は
英
語
へ
の
翻
訳
な
ど
有
効

に
活
用
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。
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1 

 

矢作川流域圏（矢作川水系・境川水系・三河湾沿岸）における河川ゴミ及び清掃活動の事例（１） 

  

写真 1 矢作川中流（竜宮橋付近の岸辺）2017.6.4 写真 2 矢作川中流（竜宮橋）堤防側 

  

写真 3 境川河口付近（平成大橋・右岸）2017.6.29 写真 4 同左、ヨシ帯と堤防間に漂着ゴミが多量に堆積 

  

写真 5 同上、ヨシ帯が漂着ゴミ・塵芥を留めている 写真 6 同上、右岸側のヨシ帯のゴミ・塵芥 

  

写真 7 矢作川支川・家下川＆農業排水路：排水機場 

   集塵機にかかったオオフサモと流下ゴミ・廃棄物 

写真 8 同左、オオフサモから取り出した日用品・家電

製品類の廃棄物 2016.9.23 



2 

 

（２） 

  

写真 9 矢作古川支川・安藤川（江原小橋）欄干端  写真 10 同左、投棄された生活用品・ゴミ 2015.6.24 

  

写真 11 北浜川下流（刈宿橋下）2017.6.29 写真 12 同左、シルトフェンスに捕捉された流下ゴミ 

  

写真 13 矢作川河口干潟、右岸）2014.8.25 写真 14 矢作古川（松大橋上流・右岸）2015.6.24 

  



3 

 

（３） 

  

写真 15 矢作川中流・明治用水頭首工上・下流で毎年

行われているクリーンアクション 2016.10.15 

写真 16 同左、収集ゴミの集積・分別結果 

（河川ゴミの収集量は毎年類似して多い。） 

  

写真 17 一色干潟の市民参加活動（海岸清掃が済むと

程よく干潮期を迎え干潟観察会が行われる。） 

写真 18 同左、収集ゴミの集積 2007.9.9 

（参加市民 15分程の活動で多量に収集される。） 

 

（概況）人口が希薄な上流域は漁協のほか地域起こしもあって河川美化が推進されている。人口密度が高く交通

網が発達した平野部は河川ゴミが多い。本川の他、里川や都市河川で自治会・NPO・愛護会等が漁協とともに

河川を見守る区間もある。下流沿岸の農業・漁業地域では美化意識もあり、市民活動が一部で行われている。 

 

  



4 

 

ゴミが見当たらない矢作川の源流（渓流）、ゴミがほとんど無い上流、支川       （４） 

  

写真 19 渓谷・柳川：矢作川源流の碑 2017.6.4 写真 20 渓谷・上村川：明林橋上 2017.6.4 

  

写真 21 渓流・飯田洞川：中広橋下 2017.6.4 写真 22 上村川：恵那市上矢作町本郷地内 2017.6.4 

  

写真 23 明智川：川ヶ渡橋 2017.6.4 写真 24 段戸川：大橋 2017.6.4 

  

写真 25 矢作川・犬伏川合流点 2017.6.4 

（アユ漁場、上下流に簗場も有る） 

写真 26 御船川：宮下橋 2017.6.4（土地開発が進み

人口急増した流域。水質も変り自治区が河川を見守る。） 

 



5 

 

河川ゴミ（かわのプラスチックゴミ）が増える仕組み 

１）供給源 

  産業利用系（経済・経営哲学、都市集積・ローカル乖離） 

  生活消費系（生活文化・意識、多様性・共生認識の退化） 

  流通処理系（安全・衛生・合理論） 

２）増加・増幅過程 

  気象系（暴風飛散、豪雨・洪水流出、自然災害） 

  制度系（未回収・回収不足） 

  規範系（教育・社会・文化） 

３）拡大・拡散範囲 

  自然系（河道・水路・潮汐移動収束、水際・水底・構造物貯留） 

  物理系（破壊粉砕、長距離運搬、人工の水路・水面） 

  生物系（採餌・事故拡散・取込・移動） 

  人為系（投棄、事故、規範、ストック時間） 

 

河川ゴミ（かわのプラスチックゴミ）が環境系に与える（環境負荷の）影響 

１）生産活動（発生者が未来の影響者） 

２）人間生活 

３）野生生物（変異、生息・生育環境、連鎖） 

４）未来の生産系・生態系・健康・文化 

 

河川ゴミ（かわのプラスチックゴミ）が無い流域圏づくりの効果（地球環境・社会貢献） 

１）企業、物流、消費の有り方の変革（循環型社会）、新しい企業戦略（経済開発・活動システム） 

２）四次元での日常生活（多世代ライフ） 

未来（時間）を保全する健康社会、生物多様性保全の推進（奥山～里海まで、回遊生物） 

３）国際協調 

  産業経済活動の環境・文化の規範・規格、・・・海洋資源バランスの適正管理イニシアチブ 

 

河川ゴミ（かわのプラスチックゴミ）が無い流域圏の仕組み・規範の経験的構築 

１）河川ゴミ（かわのプラスチックゴミ）が増える仕組みの抑制、制御 

  行動の合意形成の仕組み（民主的調整）、計画的監視と見直し 

  科学的情報の共有（指標、水準） 

  規範と行動指針（各主体） 

  回収活動 

２）啓発普及 

  環境教育・文化・成果の循環（持続可能な流域） 

 

河川ゴミ（かわのプラスチックゴミ）の現状、増える内容、増えない内容、減る内容の調査・分析、確認 


